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はじめに 


1.CS ME-Watche に L — テイリテイ 

1.CS ME-Watcher ユーテイリテイ 

付属 CD-ROM からな下のユーティリティがインス I ルできま 
す。 


CS IP-Master 

ネットワーク上のカメラの検索/接続ユーティリティ 

CS UP-Wizard 

ファームウエアのアップデートユーティリティ 

CS ME-Watcher 再生 

録画した動画を再生するユーティリティ 

CS ME-Watcher モニタ 

カメラの監視ユーティリティ 


2. 巧応コンピュータの仕様 

CS ME-Watcher ユーティリティをご使用いただくためにな下 
のシステム要件を満たす必要があります。 


推奨コンピュータ 

付属専用ユーティリティ CS ME-Watcher の動作推奨環境 


巧応 OS 

Microsoft Windows XP/ 2000 

CPU 

Intel 1GHz Pentium Hlii (上、 AMD Athlon 总上 

メモリ 

256MB SDRAM 

画面 

NVIDIA TNT、TNT2、GeForce シリーズ' 32MB メモリ、 
ATI RADEON シリース '’32MB メモリ 














付属専用ユーティリティ CS ME-Watcher の動作最低環境 


巧応 0S 

Microsoft Windows XP/2000/Me/98SE 

CPU 

Intel 350MHz Pentium n MMX 、 


AMD K6-2 Ml\m ソ上 

メモリ 

128MB SDRAM 

画面 

NVIDIA TNT 、 TNT2 、 GeForce シリーズ 32MB メモリ、 

そのイ也 


3. WEB ブラウザの設定 

CS ME-Watcher のインストール完了後は、ユーティリティを 
起動する前に Internet Explorer の設定を確認/変更する必要が 
あります。 


1 .Internet Explorer を起動します。 

「ツール」一「インターネットオプシヨン」をクリックします。 




























2. 「セキュリティ」をクリックし、「信頼'；きみサイト」をクリック 
します。 

3. [サイト]をクリックします。 



r 信頼';きみサイト」が表示されます。 









































I 


4 . 「次の Web サイトをゾーンに追加する」に http://「CS IP - 
Master で検索された IP アドレス/」を入力します。 

(例： http :// 192.168 .1.100 ハ 

チェックボックスのチェックを外し、[追加]をクリックします。 

5. [ OK ] をクリックします。 「 Web サイト」に追加されます。 
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6 .「インターネットオプシヨン」ウィンドウに戻ります。 
[0 K ] をクリックします。 
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• CS IVIE-Watcher ランチヤー 


CS ME - Watcher ユーテイリテイは]; I 下の 4 つのから構成されて 
います。 


CS IP-Master 

ネットワーク上のカメラの検索/接続ユーティリティ 

CS UP-Wizard 

ファームウエアのアップデートユーティリティ 

CS ME-Watcher 再生 

録画した動画を再生するユーティリティ 

CS ME-Watcher モニタ 

カメラの監視ユーティリティ 


ランチヤーは 、 「CS ME - Watcher 再生」と 「CS ME - Watcher モ 
二夕」を素早く起動するためのコントロールです 。 CS ME - 
Watcher インス I ル後、システムトレイに表示されます。 














1. ランチャーのセキュリティ 

■ランチャーへのログイン 

コンピュータを起動後またはランチャーがロックされていると 
きは「ログインウィンドウ」が表示されます。正しい「ユーザ名」、 
「パスワード」を入力し、 [0 K ] をクリックするとランチャーメ 
ニューを使用できます。間違った「ユーザ名」、「パスワード」が 
3回入力されると、その後60秒間は入力欄がグレーになり入力 
ができなくなります。 



♦ミ主意: 

-ザ名」は 「 root 」 です。変更することはできません。「パスワード」は、 
- Watcher ユーテイリテイのインストールのときに設定したパス 
-ドを入力してください。 


I 「ユ-ザも 

ICS ME -\ 
レードを. 
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■ランチヤーのロック 

正しい r ユーザ名」、「パスワード」を入力後、ランチャーの機能 
が利用できます。コンピュータを離れるときはセキュリティの 
ためランチャーの利用を一時的にロックできます。ロック中は、 
デスクトップ上のアイコンからの操作もロックされます。ロッ 
クを解除するときは再度「ユーザ名」「パスワード」を入力します。 

ランチャーロック中にランチャーをクリックすると、ロック解 
除のため切下のウィンドウが表示されます。 
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2. ランチヤーの機能 

システムトレイのランチヤーアイコンをクリックするとメニュ 
一が表示されます。 



「ロック」 

ランチヤーがロックされます。ロック中はランチヤー、デスク 
トップ上のアイコンからの操作ができなくなります。詳細は前 
項を参照してください。 

「システム起動時に実行」 

コンピュータ起動時にランチャーも自動的に起動します。初期 
設定は ON になっています。 
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「ッール」 

「ツール」一「パスワードの変更」をクリックし、現在のパスワー 
ドを変更できます。 



「モニタ」 

res ME - Watcher モニタ」ユーテイリテイを起動します。 


「再生」 

res ME - Watcher 再生」ユーティリティを起動します。 


「ログアウト」 

ランチャーからログアウトします。 

「終了」 

ランチャーを終了します。確認メッセージボックスが表示され、 
[0 K ] をクリックするとシステムトレイの表示が消えます。 
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3.CS ME-Watcher モニタ 

ユーテイりテイ 

I . CSME-Watcher の特長 

従来の監視機能 
■リアルタイム監視 

■パン•チルト•ズーム （ PTZ ) コントロ ール 
■録画機能 


CS ME - Watcher の特長 

■リアルタイムの音声付き録画と同時におこなえるモニタリング 
■フルスクリーン表示可能な高画質ビデオ 
■高圧縮比 

■最大4台までのカメラ映像を表示 
■スマ ー ト再生 

■ 9 プレビュー画面でトリガー•イベントの監視 
■高速データベース検索 
■様々な才ート•アラーム 
■アカウント•パスワード保護 

■様々な録画モード：イベント制御、スケジュール制御、手動録画 
■インテリジェント•データべース•インデックス：時間タグ、イン 
ターバル、モーシヨン検知のインデックス付け 
■リアルタイム•スナップシヨット 
■ AVI フアイルへのデータエクスポート 
■各カメラに3アラート•ウィンドウでモーシヨン検知 
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2. CS ME-Watcher モニタの起動 

res ME - Watcher モニタ」の起動は CS ME - Wa に her のランチヤ 
-を使います。詳細は前章 「CS ME - Watcher ランチヤー」を参照 
してください。 

♦ミ主意: 

I ユーティリティ起動時に「ユーザ名 J と「パスワード」の入力画面が表 
示されたときは、「ユーザ名 J に 「 rootj ' 「パスワード」にユーティリテ 
ィインストールのときに設定したパスワードを入力してください。詳細 
は前章 res ME - Watcher ランチヤー」を参照してください。 
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3. CS ME - Watcher モニタの各種機能 



G 

H 


A 各種機能エリア 

ユーティリティの終了、最小化、フルスクリーン表示、ロック、アラ 
ート停止、およびカメラの設定が含まれており、カーソルをアイコ 
ンに重ねるとヒントが表示されます。 


B チヤンネル•エリア 

接続されている各カメラのビデオ•チャンネル状態を示します。 
それぞれ接続、録画、選択、イベント•アラートの状態を確認できま 
す。 


C 表示エリア 

選択されたチヤンネルの映像が表示されます。表示フレームの数 
は、選択されたレイアウトにより異なります。 
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D レイアウト•エリア 

モニタレイアウトは1、4画面表示から選択できます。 


E ハードディスク•ステータス 

録画データベースが保存されているハードディスクの状態を確認 
できます。録画可能な空きスぺースを表 W します。 

F 共通コント ロール •エリア 

音量設定、手動録画開始と停止、イメー ジの印刷、スナツプシヨツ 
卜、及びディスプレイ•フレームからビデオを削除するためのゴミ 
箱があります。 

G パン•チルト•ズーム （ PTZ ) コントロール 

PTZ コントロール、才ート•パン、才ート•パトロール、プリセツ 
卜•ロケーシヨンのコントロールを、選択されたビデオチヤンネル 
ごとにおこなえます。 

♦ま意: 

• CS - MVTXOIF ネット ワークカメ ラはズーム機能が実装されていません。 

H DI/DO コントロール 

デジタル信号の入力•出力がおこなえます。 


I マフー ト•メッセージ 

カメラから受信した最新のアラート•メ ツセー ジが表示されます。 
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4. カメラの映像を表示する 

初めてログインするときは、まずカメラへの接続をおこないます。 
各種機能エリアから「設定」^「カメラ設定」をクリックします。 



♦注意: 

I 厂カメ ラ設定ぶク ソック すると、録画を中断する警告ウィンドウが現れます。 
[はい]をクリックしてください。 

■カメラの設定ウィンドウ 

カメラの設定ウィンドウではカメラの接続をおこないます。 

♦を意: 

I 選択するカメラの場所名には、い’乂 I : * ? " < >リなどの文字は使用しな 
いでぐどさい。 場所名を変更するには、 WEB 設定画面の「オーディオ/ 
ビデオ」一「ビデオテキスト」を利用します。 
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参ローカル設定 



I ■挿入」 

接続されているカメラをカメラリストに追加します。「挿入」をク 
リックすると「新しいデバイスの挿入」ウィンドウが表示されます。 
カメラの IP アドレス、ポート、パスワードを入力し [0 K ] をクリ 
ックします。 

XWEB 設定画面で管理者パスワードが設定されてある場合は、ここでそのパスワードを入力します。 



カメラへの接続が開始され、接続が成功するとカメラがリストに 
追加されます。 
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「削除」 

カメラリストから選択したカメラを削除します。 



2. ここをクリック 


1. ここを選ぶ 


「ヒストリー」 

過去に挿入した、4個までのカメラを表示します。ヒストリーリ 
スト中のカメラをクリックすると、カメラに素早く接続すること 
ができます。 
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•アラート設定と録画設定 


■アラート設定 

ウィンドウ内のオプシヨンを使ってアラート設定します。 



「モーション検なを有効」 

モーション検知時に、次の5の「基本設定」一「アラートサウンド」 
で設定したアラートサウンドを連動することができます。 


「デジタル入力を有効」 

デジタル入カトリガー時に、次の5の「基本設定」^「アラートサウ 
ンド」で設定したアラートサウンドを連動することができます。 


「デジタル入カ アラー ト」 

デジタル入カアラートの条件を設定します。デジタル入力は「高」 
または「低」を選択します。 
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■録画設定 



「名前」 

再生ユーティリティに使用されるカメラの「場所」に名前を付けた 
い場合はここに入力します。「デフオルト」のままにすると WEB 
設定画面の「オーディオ/ビデオ」^「ビデオテキスト」で指定した 
文字列に続くアンダーバー （ _ ) とチャンネルインデックスとな 
ります。 

「録画（…）秒イベント前」 

「アラート設定」した場合は、トリガー•イベントが発生したら、ア 
ラート前の録画秒数を設定します。 

「録画（…）秒イベント後」 

「アラート設定」した場合は、トリガー•イベントが発生したら、ア 
ラート後の録画秒数を設定します 


「メディアタイプ」 

録画の形式を指定します。ビデオ、オーディオ、または両方の形式 
を選択できます。 
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■リスト中のカメラの順番変更 

カメラリストの順番を、ドラッグをドロップで変更することがで 
きます。 


1.灰色のインデックスフィールドでマウスの左ボタンを押します。 
「1•••チャンネル移動」ヒントが表示されます。 


2. ボタンを押したまま目的の位置まで移動します。「チャンネル 
1からチャンネル2へ移動」ヒントが表示されます。ボタンをがす 
とリストが移動します。 


な 

巧入 


X 

削晚 


It 

ヒストい 


マ5ーレ驻巧- - 

厂モ-ション巧巧をち効 


厂デリ5ル入力をちの 


I デヴ S ル入カアラート 

广ち巧 


P な面をま:- 

をが：[■デ]オルト 
>函 ： P 三3巧イ K ント的 

•函广 

イデイア5イフ： 

両ホ 


コ 


3 巧 


イパ:：/卜巧 


广ピデオ广才-ディ3 



ここをクリックしながら 



21 




















































r 

■変更の保存 

P ウィンドウ左下の[保存]をクリックすると、カメラの設定変更が 

I 保存され、直ちに有効になります。 

•ミ主意 

■ウィン ドウの右側に表示されている WEB 設定画面で設定変更をおこなつ 
I I と場合、 各 WEB 設定画面の[保存]ボタンを使つて保存する必要がありま 

I す。 WEB 設定画面と当ュ~ティリティの[保存]は独立のボタンです。 



ここをクリック 


WEB 設定画面で変更したら 
かならず[保存]をクリック 
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5. 映像の基本設定 

カメラへの接続が完了したら、カメラの基本設定をおこないます。 
「設定」メニューー>1■基本設定」をクリックします。 



ここをクリック 
ここをクリック 


♦ま意: 

I 録画中に「基本設定」をクリックすると録画が中断されます。警告ウィン 
ドウが表示されますのでご確認の上続行 してぐだ’さい。 


]； (下のウィンドウが表示されます。 
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■ディレクトリ設定 



「スナップシヨットディレクトリ」 

CS ME - Watche 「 モニタ、および CS ME - Watche 「 再生から BMP フ 
ォーマットのスナップシヨットの保存場所を設定します。変更す 
る必要がなければ初期設定のままにしてください。 


「録画ディレクトリ」 

録画データの保存場所を設定します。変更する必要がなければ初 
期設定のままにしてください。 

「スケジューラディレクトリ」 

カメラの録画スケジュールの保存場所を設定します。変更する必 
要がなければ初期設定のままにしてください。 


24 






















■録画用の予約スペース 


P な面巧のデイスウス巧—ス 


を i 十ス巧—ス 
フ U — スパース 
予灼ス巧ース 


20002 h 
15001 W 


17 ：!ルスウ U ーンモードじぶ巧する 


: バウウアツフをま: = 
デイレウトリ： 


[が FileswSSKyouyu 

けイス ： [To 


「サイクル録画」 

有効にすると、指定した録画用のハードディスク容量に到達した 
ら、データが古い順に上書きされます。それによってハードディ 
スク領域の再利用が可能になります。 

このオプションが無効な場合は、指定した録画用の容量に近づく 
と警告メッセージが表示されます。容量に達した時点で録画が停 
止されます。 


「予約スペース」 

録画用のハードディスク容量を指定します。「サイクル録画」にチ 
エックが入っている場合は、設定した容量に達するとデータが古 
い順に上書きされ、録画を続けます。 
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■アラート•サウンド 

WAV フォーマツ トフアイルを アラー ト•サウンドとして指定でき 
ます。またここで視聴もできます。 



■調整モード 

入カフォーマツトをディスプレイにあわせて選択します。デフォ 
ルトでは日本国内で使用される NTSC が設定されており、変更す 
る必要はありません。 

♦ま意: 

ICS-MVTXOIF ネットワークカメラは、 NTSC のみサポ~卜しています。 
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■インターネット設定 

LAN 内にプロキシサーバを使用する場合はここで設定をおこない 
ます。 

「インターネット設定」をクリックします。 



ここをクリック 


次のウィンドウが表示されます。 



1. チェックを入れる 


2. ここを入力 

3. チェックを入れる 

4. カメラの IP アドレス 
を入力 

5. ここをクリック 
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1 . r プロキシを使用する」にチェックを入れます。 

2. プロキシサーバのアドレスとポート番号を入力します。 

3. 「次で始まるアドレスにはプロキシサーバを使用しない」にチ 

エッグします。 

4. 使用しているカメラの IP アドレスを入力します。 

5. 「追加」をクリックします。 

♦ミ主意: 

I プロキシ サーバを 使用すると、音声の データは 送信されませんので映像の 
み閲覧できます。な下のメッセージが表示されたら [0K] をクリックし 
てぐださい。 
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■ディスプレイ-オプション 

各カメラチヤンネルの表示フレームでは、上下にステータス•バ 
一があります。上部は1.「カメラの場所」、2.「リモート時間」、下 
部には3.「接続時間」、4.「録画時間」が表示され、それぞれを表 
示•非表示にすることができます。 



「フルスクリーンモードに適用する」にチェックを入れると、ステ 
ータス-バーがフレーム表示モードとフルスクリーンモードで表 
示されます。 

1 2 



3 


4 
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■バックアップ設定 

リモート•ハードディスク、外付け媒体などに、録画データを含 
むビデオ-データベースをバックアップできます。バックアップ 
媒体のディレクトリおよび容量を設定します。 



ドバツウアツフ巧巧の法が I . . . 

；□ -1. テー》おし lx 削除 I 

□ cam がが_し デーさ巧し 

□ cam ががぶ. デー女無し 

□ cameral.1. デー扫巧し 


幸■ツトワークドライ了へのアウ6又7ゎクシト I ^ 0 K \U ^ キわ: yfe ル !I 
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■バックアップ場所の遷択 

ビデオ•データベースのバックアップと削除をおこないます。 



バックアップしたいカメラチヤンネルを左側のチェックボックス 
で選択します。（バックアップ操作は「バックアップ」 （30 ページ） 
を参照してください） 

「削除」をクリックすることで、チェックされたビデオ•データを削 
除できます。 

各チャンネルのステータス情報は、ウィンドウ内に表示されます。 


-時刻表示 

最終バックアップ時間を示します。 

. 「データ無し」 

そのカメラチヤンネルのバックアップデータは存在しません。 

. 「全バックアップ」 

このロケーションのすべてのデータはバックアップされています。 
-「最初のバックアップ」 

ビデオデータは存在するが、バックアツプはされたことがあり 
ません。 
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■ネットワーク-ドライブへのアクセスアカウント 

ボタンをクリックすると];(下のダイアログが表示されます。録画 
データの保存ディレクトリ（「ディレクトリ設定」24ぺージ）また 
はバックアップの保存ディレクトリ（「バックアップ設定」30ぺ一 
ジ）としてネットワーク上のドライバを指定した場合に、この才 
プシヨンをチェックし、ユーザ名、パスワードとネットワークドメ 
インを入力してください。 
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6. CS ME-Watcher モニタを使いこなそう 

CS ME - Wa に her モニタの詳細を説明します。 


■カメラの接続 
チャンネル接続 

モニタユーティリティにカメラを接続するために、チャンネルエ 
リアから表示エリアへカメラをドラッグ&ドロップできます。 



表 7]^ エリア 


チヤンネル 
エリア 


チャンネル番号の色により、ビデオチャンネルのステータスを確 
認することができます。下記は各色について説明します。 

1•オフ（黒） 

カメラがビデオチャンネルと接続されていません。 

2.緑 

カメラが接続されており、表示エリアでモニタされています。緑 
のときは表示エリアにカメラをドラッグ&ドロップできます。 
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3 .オレンジ 

ビデオデータベースに録画中のチャンネルです。この場合は表示 
エリアにドラッグ&ドロップする必要はありません。当ユーティ 
リティは、リアルタイムモニタ無しのリアルタイム録画をサポー 
卜しています。 

4•ホ 

何らかの理由でサーバへの接続が切断され、モニタユーティリテ 
ィが再接続を試みています。 

5. 点滅 

WEB 設定画面でモーション検知が有効になっているときに、モ 
ーションの検出の際にはそのチャンネルが点滅します。 

2 
1 

3 

4 


ゴミ箱 



監視する必要のないビデオは、「共有」エリアのゴミ箱にドラッ 
グ&ドロップして削除できます。 
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■特定のチヤンネルの映像表示 


表示している場所を移動できます。 

移動したいチヤンネルから、表示したい場所までドラッグ&ドロ 
ップします。 


ドラッグ& 
ドロップ 



ドラッグ&ドロップ後、画面が 
上から下に移動します。 


1つの表示フレームでは1つのチヤンネルのみが表示可能である 
ため、使用中の表示フレームにドラッグすることは、表示するビ 
デオチヤンネルを変更することになります。また、表示フレーム 
を、エリア内の使用されていないウィンドウにドラッグをドロッ 
プして、表示チャンネルを変更することもできます。 
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■表示フレーム内のビデオチャンネルを閉じる 



閉じたいチヤン 
ネルをゴミ箱ま 
でドラツグ&ド 
ロップ 
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■レイアウト 

モニタユーティリティには、2種類の表示レイアウトがあります。 
レイアウトを選択するには、レイアウトのアイコンをクリックし 
ます。 



1画が表示 


4画が表示 


1画面表示のときには、表示エリアの左下に「前項/次項」のボタ 
ンが追加されます。各ボタンを利用してページを変えることがで 
きます。 
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6 9 2 复を ' 幻> 





「前項/次項」ボタン 


4画面表示で1つだけの映像を見たいときは、表示フレームをダブ 
ルクリックして、1画面表示と同じ大きさで見ることができます。 
左上の「戻る」をクリックすると、マルチ画面の状態に戻ります。 



表示フレーム内をダブルクリック 
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4 画面レイアウトで配置したビデオチャンネルの位置は、次回、4 
画面レイアウトを選択するときも保持されます。 
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■カメラコント ロールツール 

モニタユーティリティは、カメラコントロール用に、左下に3つ 
のツールを備えています。 PTZ (パン/チルト/ズーム）コント □- 
ル、 DI/DO (デジタル入力•出力）コントロール、及びアラート- 
メ ッセージの各ツールは、 タグをクリックして選択します。 



クリックします 


「PTZ コントロール」 

PTZ (パン/チルト/ズーム）コントロールは、選択されたカメラの 
水平方向（パン）、垂直方向（チルト）、およびズームをコントロー 
ルできます。 PTZ のコントロールとともに、 WEB 設定画面で指 
定したプリセット-ロケーションにも移動できます。 

♦ま意: 

CS-MVTX01F ネットワークカメラには、ズーム機能は実装されておりま 
せん。 
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MS - MVTX 01 F ネットワー 
クカメラにはズームオート 
フオーカス機能は実装され 
ておりません。 


■ DI / DO コント ロール 

DI / DO (デジタル入力-出力）コントロールは、 DI / DO コントロ 
ールの権限を与えられたユーザのみ使用できます。チャンネル番 
号の色で DI (デジタル入力）の状態がわかるようになっており、ス 
イッチボタンをクリックしてデジタル出力の高低を切り替えられ 
ます。 
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田 回 田 ) 呂郁 ] 1 1 akicv 

PTZ DI/DO 乃ートィ I 比ージ I ドし八 INICX 

『 1 L 飄 irW 触が 

■ 

I 白 白 ■ 

I a a 

imymjj ユーヴ: root □ヴイン 2004/04/0319:32:29 


チヤンネル番号の色の違いは下記の通りです。 

「 OF 。 

そのチヤンネルにカメラが接続されていません。 

「 H 」 

デジタル入カレベルが「高」です。 


「1_0」 

デジタル入カレベルが「イ氏」です。 



















■アラート-メッセージ 


1]!E4:DD->MD *6( し口 , 口 ] 
1] ： 5+:DO->HO 日 ] 

1]:5+: 田 =^HD 口 ) 

1]!54: の = 占 MO tf6(lj0^a) 

i] ： 5+ ： te->Ho #6ao, 日 ] 

l ]：5+: De = i-MD 

1]! 〜 1£= 川 0 flc<iAaj 
l]!&t ： 13->MD # 仙口 jO] 
1] ： 5+:14->H0 #6a0, 日 ] 
l ]:5+: ia = 占 HD 
1]! 〜田 。 MO flc<iAaj 
1]!54: 巧一 >MD *6( し口 j の 



当ユーティリティの「設定」一「カメラ設定」の「アラート設定」で 
「モーシヨン検知を有効」または「デジタル入力を有効」にチェック 
を入れた場合は、アラートが発生するとこのウィンドウ内にメッ 
セージが出力されます。 

]； (下はメッセージのフォーマットを示します。 

"時間"=>"アラート-タイプ"#"チャンネル番号"("ウィンドウ r ," ウィン 
ドウ2","ウィンドウ 3") 

例： 

「02:41:00 =>MO #1(0,1, 1)」 

午前02:41:00に、チャンネルのカメラの検出ウィンドウ2とウィンドウ3 
でモーシヨン検知されました。 

「14:41:56 =>DI #1」 

午後02:41:56に、1番目のデジタル出力でアラートがトリガーされまし 
た。 
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■バックアップ 


バックアップは、録画されたビデオデータをイ也のメディアに保存 
することができます。保存場所やデータのサイズを「設定」^「基 
本設定」の「バックアップ設定」で指定します （30 ページを参照)。 
また、バックアップされたデータを、 CD - ROM 、 DVD - RAM 、 
ZIP ディスクなどのリムーバブル媒体に複製できます。 

バックアップ設定をおこなった上で（「バックアップ場所の選択」 
30ページ）、「設定」一「バックアップ」をクリックすることで、バ 
ックアップを開始します。バックアップ中は、カメラの WEB 設 
定画面での設定および当ユーティリティでの設定が変更できませ 
ん。バックアップを中止するには、「設定メニュー」一「バックア 
ップをキャンセル」をクリックします。 

■バージョン情報 

「設定」一「〜について」をクリックすると、ユーティリティの名称、 
バージョン、ユーザ情報などが表示されます。 
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■その他の機能 
1 2 3 4 5 6 

を 画因を南を 


0 Q 

1 2 


9 9 

これらの機能は選択されたチャンネルに関係なくグローバルに動 
作します。 

1•「終了」 

CS ME-Watche「 モニタを終了します。 



2. 「最小化」 

CS ME-Wa に her モニタを最小化します。 

3•「フルスクリーン」 

フルスクリーン表示に変更します。もとに戻すにはキーボードの 
ESC キーを押すか、画面をダブルクリックします。 

4. 「ロック」 

ユーティリティのメインウィンドウをロックします。 
コンピュータを離れるときは、セキュリティの理由でユーティリ 
ティを終了あるいはロックすることをおすすめします。「ロック」 
をクリックするとメインウィンドウが閉じ、ログイン画面が現れ 


45 






ます。メインウィンドウに戻るには管理者パスワードが必要にな 
ります。 


5. 「アラート停止」 

アラート発生時にアラート音が鳴った場合、このボタンをクリッ 
クすることで音を消'すことができます。 

6. 「設定」 

メニューにはカメラ設定、グローバル設定、スケジュール、バッ 
クアップ、バージョン情報などがあります。 
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■共通コントロール機能 


I JN ー ドディスクステ 

U: 

[つ リース巧ース： 9953000 KB 


ークス= 


因回の邑而 


PTZ DI/DO アラートイゥわ'-ヴ 


1 2 

0 



これらの機能は選択されたチヤンネルのみに対して反映されま 
す。 


mm _ 

却 囚 iff Sl 昌偷 


「音量」 

選択したチャンネルの音量を調整します。 


因 「録刚 

選択したチャンネルの映像を、手動録画します。 
因 「録画停止」 

選択したチャンネルの録画を停止します。 
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暨「印刷」 

ウィンドウ内に表示されている画像を印刷できます。 

03 ) 「スナップショット」 

選択したチヤンネルの映像のスナップショットを撮ること 
ができます。スナップショットはビットマップ形式 （.bmp) 
で保存されます。 

スナップショ、ソ トの保存場所は「設定メニュー」一「グローバ 
ル設定」の「スナップショット-ディレクトリ」で指定できま 
す。 


湿「ゴミ箱」 

表示中のビデオチャンネルをゴミ箱へドラッグ&ドロップ 
することで、接続を切断できます。 

音量、録画、録画停止、印刷、およびスナップショットの各機能 
は同時に複数のカメラに適用できます。 


ミ主意：マルチカメラ•コントロールの機能 

PTZ コントロール、音量、録画、録画停止、印刷、およびスナップシ 
ョットの各機能は、同時に複数のカメラに対して実行できます。 
表示フレームから複数のカメラを選択するには、キーボードの 
「CTRL」 を押しながら追加選択します。複数カメラの選択は表示 
エリアだけで、チヤンネルエリア上ではできません。 
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■ステータス.バー 


1. 「時刻」 

現在の時刻 

2. 「現在のログイン-ユーザ」 

現在ログインしているユーザ名 

3. 「ログイン時間」 

ログインした時刻 

4. 「ステータス-メッセージ」 

バックグラウンド-オペレーションのヒント（例えばデータべ一 
スの修復や、ロケーションなど） 

5. 「ソフトウエア名」 

当ユーティリティの名称 

6. 「ソフトウエア-パージョン」 

当ユーテイリテイのバージョン 
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7 .スケジュール設定 

モニタユーティリティのスケジューラを使って、カメラ映像の録 
画タイミングを簡単に設定することができます。 


スケジューラの特長 

-使いやすいグラフィカル•インターフエース 
-フレキシブルなスケジュール設定に対応 
-各ビデオチャンネルごとにスケジーュル設定可能 
-各ビデオチャンネルごとに9つまでのスケジュールをサポート 
-自動の周期的な録画をサポート 
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7-1. スケジューラの起動 

スケジュール設定可能 

1. モニタユーテイリテイの「設定」一「スケジューラ」をクリック 
します。 



♦ま意: 

I スケジューラを起動する前に「カメラー覧に J 一台 iU 上のカメラが存在し 
ていることを確認してください。 
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7-2. スケジューラの各種機能 



スケジューラのレイアウトは4つのメイン部分から成り立ってます。 


1 . ビデオチャンネル選択エリア 

接続';まみのカメラ （ ビデオチャンネル）の IP アドレスおよび場所が 
表示されています。ここでビデオチャンネルを選択してスケジュ 
ール設定に入ります。また、上部には一時的スケジュールを編 
集-保存するためにスペースが設けられています。 

2. プライマリースケジュール 

曜日と時刻の設定、および開始/終了時間とイベントモードを指 
定できます。 


3. セカンドリースケジュール 

プライマリースケジュールの範囲外にあるスケジュールを設定し 
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ます。セカンドリースケジュールはイベントモードベースのスケ 
ジュールとなります。 

4. スケジューラ操作ボタン 

設定または編集したスケジュールを操作するボタンが設けられて 
います。「閉じる」ボタンはスケジューラを終了するときに使用し 
ます。 


■設定項目の使い方 

スケジューラの各部分の詳細について説明します。 



ビデオチヤンネル選択エリアではカメラを選択します。チヤンネ 


ルの列をクリックするとスジュールウィンドウが表示されます。 
WEB 設定画面にて場所が設定されている場合は、各ビデオチヤ 
ンネルの IP アドレスとともにロケーシヨンが表示されます。 

♦ミ主意: 

I こ のエリアでは、選択されたビデオチャンネルを切り替えると変更が自 
動で保存されます。 
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■スジュール操作ボタン 


スケジュール操作用に6つのボタンが設けられています。 




巧な ] ■ さがをつけて巧巧 I な)じるI 



「読み込み」 

選択されたビデオチャンネル用に、スケジュールファイルを読み 
込みます。 

♦ま意: 

「ロード J を実行する前に編集中のスケジュールを保存してください。保 
存しなかつた場合は変更が失われますのでごを意 ぐだ’さい。 

「元に戻す」 

設定を元に戻します。最後に保存した状態まで取り戻すことが可 
能です。 


「クリア」 

編集中のスケジュールの設定をクリアします。 


「保存」 

編集中のスケジュールの設定を保存します。 

「名前をつけて保存」 

編集中のスケジュールを、デフオルト ]； (外の名前で保存します。 


「閉じる」 

スケジューラを終了します。 
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7-3. プライマリースケジュール 

スケジュールを、曜日と時刻ベースで設定します。時刻設定と曜 
日設定を組み合わせながら、柔軟なスケジュールを立てることが 
できます。 


■曜日設定 


]； (下の図は曜日設定バーを示しています。 


♦ミ主意: 

■ プライマリ -スケジユ ~ルの「毎日」オプシヨンが選択されているときは、 
曜日の指定はおこなえません。 


厂ブ5イ 7 U - スケジュール 

想-巧 


慰ち日1 


IJ . ド 


閑お g 居日 


モーシヨ巧 


曜日をクリック 
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■録画時間の指定および解除 

目的の曜日をクリックし、マウスの左ボタンで下の白い設定バー 
で時間帯をマークします。設定は自動的に時刻設定バーに反映さ 
れます。マークを解除するにはマウスの右ボタンを使います。 
設定は下のプルダウンリストにも自動で反映されます。 



■時刻設定 

切下の図は時刻設定バーを示しています。 



録画時間の指定は、時刻設定バーでもおこなえます。マウスの左 
ボタンで設定バーをマークし、右ボタンでマークを解除します。 
設定は自動的に曜日設定バーに反映されます。 
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■プルダウンリストから録画時刻の指定 


日 g 直 斗0 巧が ^S«B_ ゴ j 

録画開始/終了時間は3つのフィールドによって指定します。 
「開始」 

録画開始を「曜日」、「時間」、「分」単位で指定します。 
「終わり」 

録画終了を「曜日」、「時間」、「分」単位で指定します。 

♦を意: 

t 開始時間は終了時間より早くなければ設定が適用されません。 












■スケジュールの適用および消'去 


録画開始/終了時間を設定した後、スケジュールを「一回」のみ実 
行するか、あるいは「毎日」実行するように指定することができま 
す。「毎日」が指定されているときは、曜日の指定が不要になり、 
曜日の選択ができなくなります。 


最後に「適用」ボタンをクリックしてスケジュール情報を編集中の 
スケジューラに追加します。また、「消'去」ボタンでスケジュール 
情報をクリアできます。 


つ=1イつ||一1^"パ1 一 III 

a- ま 

圓 1 

にち日 

I 

1 ■ II 间 II ii ^ i| 

JI 00 II 01 

II 


一つを 指定 



適用ボタン 


消去ボタン 


♦ミ主意: 

I 「適用」ボタンをクリックしない限リスケジュ~ル情報は有効になりませ 
ん。 スケジュール情報の設定が終わったら必ず「適用」をクリックし、情 
報を編集中のス ケジュ ~ルに追加してくだ'さい。 
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■イベントモード 

モード選択エリアでは「イベントモード」、あるいは「継続モード」 
を指定することができます。 



「イベントモード」 

スケジュールで設定された時間内にイベントが発生したら録画開 
始します。イベントは「モーション検知」と「デジタル入力」いずれ 
かを指定します。 

•モーシヨン検ミロ 



1. ここをクリック 

2. ウィンドウを選択 


録画したい検出ウィンドウを選択します。 
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• デジタル入力 


1. ここをクリック 

2. 条件を選択 



デジタル入力の条件は4つあり、録画を開始させる条件を選択し 
ます。 

「高」 

入力電圧が高くなると条件になり、録画が開始されます。 

「做 

入力電圧が低くなると条件になり、録画が開始されます。 

「上昇」 

入力電圧が上昇すると条件になり、録画が開始されます。 

「下降」 

入力電圧が下降すると条件になり、録画が開始されます。 


■継続モード 

スケジュールで設定された時刻間に継続的に録画します。 
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7-4. セカンダリースケジュール 

セカンダリースケジュールは、プリマリースケジュールで指定し 
た切外の時刻を示しています。イベントモードベースのスケジュ 
ールとなります。 

■スケジュールモード 



「無効」 

セカンダリースケジュールを無効にします。 

「イベントモード」 

録画を開始させるイベントを指定します。イベントは「モーシヨ 
ン検知」と「デジタル入力」をいずれかを指定します。 


，ブ5イスケジュールの巧囲かでわる b わ: vifu ースケジュール. 


屋ぉ効 I 

^强巧モード 
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-モーシヨン検ミロ 



1. ここをクリック 

2. 条件を選択 


録画したい検出ウィンドウを選択します。 


-デジタル入力 

r - 1. ここをクリック 

— 2. 条件を選択 

デジタル入力の条件は4つあり、録画を開始させる条件を選択し 
ます。 


「局」 

入力電圧が高くなると条件になり、録画が開始されます。 

「お」 

入力電圧が低くなると条件になり、録画が開始されます。 


「上昇」 

入力電圧が上昇すると条件になり、録画が開始されます。 

「下降」 

入力電圧が下降すると条件になり、録画が開始されます。「継続 
モー ド」 

録画を継続的におこないます。 
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• CS ME-Watcherll 生 
ユーテイりテイ 

1 .CS ME - Watche 「 再生の特長 

CS ME-Watche「 再生を使用することにより、録画した動画のデー 
タベースを簡単に閲費-検索することができます。 


CS ME-Watcher 再生の表示モード 

• 通常表示モード 
-イベントプレビューモード 


CS ME-Watcher 再生の再生モード 
-フルレンジ 
-時間帯 

•イベントのプレビュー 

強力な再生コントロール機能 

-再生 
• 停止 
-一時停止 
-進める/早送り 
-高速再生（XI〜XI目） 

-スロー再生(/ I 〜/ I 目） 

便利な表示調整機能 
-ズームイン （1:1 〜 2.25:1) 

-ズームアウト （1:1 〜 1:2) 

-フルスクリーン表示 
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柔軟性に優れた検索機能 
-ユーザ入力（フルレンジ〜1秒） 

-ズームイン（フルレンジ〜10秒） 

-ズームアウト（最大フルレンジまで) 
. ぺージ検索 
-フルレンジ 

その他様々な機能 
- AVI ファイル変換 
-目 MP ファイルスナップショット 
•プリンタへ直接出力 
-音量調整 

システム制御機能 
-ウィンドウ固定 
-システム設定 
-最小表:^ 

その他の機能 
-場所選択 

- アラー トウィンドウの選択 






2. CS ME - Watcher モニタの起動 

res ME-Watcher モニタ」の起動は CS ME-Watcher のランチヤ 
-を使います。詳細は第2章 「CS ME-Wa に her ランチャー」を参照 
してください。 

♦ま意: 

I ユーティ リティ起動時に「ユーザ名」といくスワード」の入力画面が表示さ 
れたときは、「ユーザ名」に 「 root 」、 「パスワード J にユーティリティイン 
ス トールのときに設定したパスワードを入力してください。詳細は第2 
章 「CS ME - l /1/ a た/7がランチト ~」を参照 してぐださい。 
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3. CS ME - Watcher 再生の各種機能 

CS ME-Watcher 再生にログインすると、切下のメインウィンド 
ウが表示されます。表示解像度は自動的に 1024X768 に変更され 
ます。 



メインウィンドウの構成： 
A 表示エリア 
B ヒストグラムエリア 
C コント ロール エリア 
D ステータス エリア 
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■各エリアのレイアウトと機能性 

各カメラのビデオ-データベースを3つの方法で表示することが 
できます。 

1. 発生したイベント順 

2. アラート順 

3. 時間順 


]； (下の図は時間順表示（通常表示モード）を示します。 
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切下の図はイベント順の表示(イベントのプレビューモード)です。 



「ヒストグラムエリア」 

ヒストグラムエリアは対話式のコントロールです。イベントの時 
間内の位置と、モーションの変化比率が確認できます。また、イ 
ベントヒストグラムエリア内でイベントの期間またはイベントグ 
ループ(複数のイベントを一括して）を選択し、表示エリアに表示 
させることもできます。 




U 

@ 5 


ヒストグラムエリア 
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「コント ロール エリア」 

データベースを閲覧するのに必要なすべてセレクタおよび ツール 
ボックスが含まれています。 


つ 



G — も》 む）邑源) 


ンステムコシト□ール- 

H —贷劲 I 5 (J) 


A 「場所」ロケーションセレクタ 
B 「開始/終了時間」時間帯セレ 
クタ 

C 「再生方法」再生方法セレクタ 
Dr アラート 領域の選択 」マラー 
トエリア セレクタ 
E ジョグダイアル 
F 表示調整/レンジの調整 
G データ • エクスポートツール 
H システムコントロールツール 
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「ステータスエリア」 

メインウィンドウの一番下に表示されます。表示モード、表示サ 
イズ、表示スピード、エクスポートファイル形式、およびエクスポ 
-トファイル名などの情報を示します。 
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■インジケータ 
「エリア選がインジケータ」 

表示エリアが囲まれている青い枠が r エリア選択インジケータ」で 
す。マウスで表示エリア、またはヒストグラムを選択することで 
「エリア選択インジケータ」を位置が変わります。表示エリア選択 
時は、コントロールエリア内に「表示調整」ツールが表示されます。 
ヒストグラムエリア選択時は、コントロールエリア内で「表示調整」 
ツ ー J レが消'え、かわりに「レンジの調整」ツールが表示されます。 


エリア選択インジケータ 



71 








「フレーム遷択インジケータ」 

イベントのプレビューモードでのみ表示され、イベントプレビュ 
ーフレームを囲むホい枠として表示されます。フレームを選択し 
たら、コントロールエリアのジョグダイアルを使って、フレームの 
再生ステータスをコントロールできます。 
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■プ ルバー 


プルバーのインジケータを使って、選択された期間内でデータを 
検索できます。インジケータをクリックまたはプルダウンして、 
見たい時間に移動できます。そのとき表示中の動画はいったん停 
止し、選択された時点から再生を開始します。動画が一時停止状 
態である場合は、表示エリアに選択された時間ポイントが表示さ 
れますが、再生はされません。 



プルバ 


♦ミ主意: 

I プルノ く一は、イベントプレビュ-モードでは動作しません。 
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4. システ厶設定 

システムコントロールツールの「設定」をクリックします。 



ーシ开テムコ：/トロール- 



贷 


» 6 







□S ME-Watcher バージ3：/ 1 .00 


ここをクリック 


]； (下のよラな設定ダイアログが表示されます。 



74 







































I 


「データべースの保巧場所」 

モニタユーティリティで録画されたデータの保存場所を指定しま 
す。初期設定のままで問題なければ変更する必要はありません。 


♦ま意: 

I 録画デ~夕が存在しない場巧を指定すると、当ユーティリティが正常に動 
作しませんのでご';主意 ぐださい。 


「AVI ファイルの保存場所」 

録画データを AVI ファイルにエクス ポー トする際、データが保存 
される場所を指定します。 

「スナップシヨットファイルの保存場所」 

スナップシヨットファイルを撮るとき、データが保存される場所 
を指定します。 
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「AVI コンプレッサ」 

AVI ファイルの圧縮モードを変更できます。ただし、24ビットカ 
ラーのみ使用します。 

AVI 圧縮モード選択時は、ご使用コンピュータでサポートしてい 
る圧縮形式をオーディオおよびビデオ用に選べます。 

♦ま意: 

I 圧縮方法はコンピュータインスト~ル時の設定に依存します。選択可能 
な圧縮形式もご使用コンピュータによつて異なります。 

「変調モード」 

デフオルトでは NTSC が選択されています。日本国内では NTSC 
が使用されていますので変更する必要がありません。 

♦ま意: 

ICS - MVXTOIF のネ ットワークカメ ラは NTSC のみサポ~卜しています。 


r コントロ ールパネル位置」 

コントロールエリアを、メインウィンドウの左または右側に表示 
するように指定します。 
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5. 標準モード（シングルフレー厶） 

フレームーつの みを表示する標準 モー ドは、];I下のいずれかの方 
法で選択します。 


(1) 「システムコントロール」の「設定」でデータベースのパスを変 
更する 

(2) コントロールエリアの「場所」ロケーシヨンセレクタで、別位置 
を選択する 

(3) 「再生方法」セレクタを「フルレンジ」に変更する 

(4) 「再生方法」セレクタを「時間帯」に変更する 



開始時刻 
終了時刻 


標準モードでは、「ページコントロール」を使用しませんが、その他 
のすベての機能が利用できます。同モードでは、プルバー下で期 
間の開始時刻および終了時刻がそれぞれ表示されます。 
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「ヒストグラムエリア」 

ヒストグラムエリアにアクセスするには、力ーソルでヒストグラ 
ムエリアを選択します。 



標準 モー ドでは、 ヒス トグラム エリ アがイベントの発生時間およ 
び動体検知の変動比率のみ示します。 

特定の時間インターバールを見たいときは、マウスの左ボタンを 
押したまま目的の部分をドラッグします。 

マウスの左ボタンを離した時点で、選択した範囲がヒストグラム 
エリア全体に拡大されます。反転表示されている部分が、当ユー 
ティリティがこれから表示する新しい時間帯となります。 

ドラッグせずにマウスの左ボタンをクリックすると、選択された 
時点に移動して表示フレーム内にビデオを再生します。ヒストグ 
ラムの灰色の部分は、同時間帯にビデオデータが存在しないこと 
を示します。 
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6. プレビュー モー ド（マルチフレー厶） 

プレビューモードは、「再生方法」セレクタを「イベントのプレビ 
ュー」に変更して選択します。同モードでは、イベントを引き起 
こしたオブジェクトをリアルタイムの動画プレビューで確認でき 
ます。 

プレビューモード中は、プルバー、エクスポートツールボックス 
内の「トランスジューサ」と「表示ツールボックス」は使用できなく 
なります。プルバーの下には、表示中のイベントの数およびイべ 
ントの合計数をそれぞれ表示します。 


「イベントのプレビュー」に 
変更 



使用不可 使用不可 「レンジの調整」 


79 
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表示イエリア内の9個のフレームは「ページ」と呼びます。各フレ 
ームは異なるイベントを含む10秒長のビデオシーケンスを1にの 
スロー速度で表示します。 

イベント数が9を超えたら、ページが複数になり、「ページアップ」/ 
「ページダウン」ボタンを使ってイベントを ー ページごとに参照で 
きます。また、現在のページ番号とページの合計カウントが表示 
されます。 


阵味み 

n 

い 4 

1 づ 

1 jj 

j「:'. 凶をな1 

11 を S 5 (!) 


が州口げ日か。卜1巧で 況田 古が町 


町巧 ■み p imw-H j：\ . [ ■ 「 ■ ■ 

—巧健 - Wtch が J 卜奶 -fJB 


「ぺージアップ/ぺージダウン」 
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「ヒストグラムエリア」 

ヒストグラムエリアにアクセスするには、カーソルでヒストグラ 
ムエリアを選択します。 

プレビューモードでは、ヒストグラムエリアでイベントの発生時 
間および動体検知の変動比率（ホい棒グラフ）が表示されるほか、 
現在表示中のイベントが青い棒グラフで表示されます。マウスの 
左ボタンを押したままドラッグすることで、反転表示部分を選択 
できます。 


ビデオデータが 


選ホ尺中のバン ^^I 存在し ない 

反転表示部分 表示中のイベント 


マウスの左ボタンを離した時点で、選択した範囲がヒストグラム 
エリア全体に拡大されます。反転表示されている部分が、当ユー 
ティリティがこれから表示する新しい時間帯となります。 

ドラッグせずにマウスの左ボタンをクリックすると、選択された 
時点に移動して表示フレーム内にビデオを再生します。 
ヒストグラムの灰色部分は、同時間帯にビデオデータが存在しな 
いことを示します。 








「ヒストグラムの色別表示(凡例）」 

「凡例」ボタンをクリックすると、ヒストグラム内で使用する各色 
の内容が表示されます。 



「凡例」ボタン 
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7. 各機能の使い方 

コントロールエリア内に表示されている各機能の使い方を解説し 
ます。 


「セレクタ」 


場巧： 


立 


午05:18:23 づ 

巧了時間： 


午巧05:43:19 


] 


] 




立 


アうート巧均の還 


3 - 


A 


B 


C 

D 


A 「場所」セレクタ 

閲覧するカメラを選択します。表示される場所の情報は、モニタ 
ユーティリティ内のビデオチャネルに関連付けられている場所名 
と同じものとなります。1つの場所に複数のデータベースが存在 
する場合は、「再生インターバール選択」ダイアログが表示され、期 
間を選択する必要があります。 


ちをインターバー沁を酌 






























B 「開始/終了時刻」セレクタ 

再生したいビデオの開始時間と終了時間を設定します。時刻を設 
定してからジョグダイアルの「最初から再生」をクリックします、 
表示エリアに新規期間のビデオの再生が始まり、開始/終了時間 
の表示も更新されます。また、プルバーとヒストグラムエリアの 
内容も変わります。選択された期間がデータベース上に存在しな 
い場合は、前回開始時間と終了時間が正しく選択された期間のビ 
デオが警告メッセージとともに表示されます。 

♦ま意: 

I 終了時間には、開始時間より大きい値を設定してください。 


C 「再生方式」セレクタ 
-フルレンジ 

選択中の「場所」のビデオが最初から終わりまで表示します。ま 
た、「開始/終了時刻比レクタ内で変更しても反映されません。 

-時間帯 

「時間帯」を選ぶと、「開始/終了時間」セレクタで時刻が変更でき 
るようになります。時間帯を設定したらジョグダイアルの「最 
初から再生」をクリックします。選択された期間のビデオが表 
示されます。 

• イベントプレビュー 

標準モードからイベントプレビューモードに変更します。 
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再生ユーティリティは前回「時間帯」モードで指定された開始/終 
了時間を記録しています。このため「時間帯」セレクタを変更して 
ほかの期間を閲覧する場合は、必ず「再生方式」セレクタで希望の 
モードをまず選択する必要があります。この操作をしないと再生 
方法セレクタを最後に変更したときの期間に「時間帯」セレクタも 
戻ってしまいます。 


D 「アラート領域の選択」 

「イベントのプレビュー」モードでは、1回につき1つの検出ウィ 
ンドウの情報のみ表示します。ほかの検出ウィンドウのイベント 
を見るときは「アラート領域の選択」で目的のウィンドウ番号に変 
更してください。標準表示モードで、モーション検知が有効な場 
合は「アラート領域の選択」の示す検出ウィンドウがホい枠でハイ 
ライト表示されます。 

♦を意: 

I 「場所」セレクタを変更したら、「アラート領域の選択」は初期状態でウイ 
ンドウ1に変更されます。 
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「再生コントロール」 

再生のコントロール用に、使いやすいジョグダイアルを採用して 
います。「最初から再生」を除くすべてのボタンで、標準表示モー 
ドで表示中のフレームと、「イベントのプレビュー」モードで表示 
中のフレームをコントロールできます。 



1. 最初から再生 

「最初から再生」ボタンはインテリジ： L ントなツールです。標準 
モードでは、「再生」をクリックすると表示中のビデオを最初か 
ら再生します。「イベントプレビュー」モードでは、「時間帯」セ 
レクタを変更していない状態で「再生」をクリックすると選択中 
のビデオを再度再生します。「時間帯」セレクタが変更されてい 
る状態でクリックすると、全フレームを再起動して新しく選択 
された期間内の最初の9つのイベントを表示します。 


2. 停止 

表示中のビデオを停止します。「停止」ボタンをクリックすると、 
ビデオの再生が最初から始まります。 
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3. 一時停止/再開 

表示中のビデオを一時停止します。表示を再開するには再度同 
ボタンをクリックします。 

4. 早送り 

ビデオを一時停止している間のみ使用できます。一回クリック 
するたびに、ビデオの次のフレームに進みます。 

5. 高速再生、 スロー 再生 

最高1目倍までの高速再生と、最イ氏1/1目までのスロー再生をサ 
ポートしています。速度インジケータを動かすだけで速度を変 
更できます。速度を上げるときはインジケータを時計回り方向 
に動かし、速度を下げるときは逆方向に動かします。ステータ 
スエリアの2段目に現在設定されている速度が表示されます。 
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「表示調整」ツールボックス 

マウスカーソルを表示エリアに移動すると、表示調整ツールボッ 
クスが表示されます。各ツールを使って、通常表示モードではビ 
デオの表示サイズを変更できます。 


P シール ^ 

歡 巧）暨な> 
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-ズームイン 

「ズームイン」を一回クリックするたびに表示エリア内の画像が 
12. 5%大きくなって表示されます。表示エリアの大きさの制限 
上、最大ズームイン比率は NTSC で 2.25 :1、 PAL で 1.875:1 
までです。画像の細部を表示したいときは、同ツールボックス 
内の「フルスクリーン」をクリックしてください。 

♦を意: 

I CS - MVXT 01 F のネ ットワークカメ ラは NTSC のみサポ~卜していま 
す。 


-ズーム アウト 

「ズームアウト」を一回クリックするたびに表示エリア内の画像 
が12 . 5%小さくなって表示されます。場所および時刻情報を 
完全に表示させるため、ズームアウト比率は最小で 0.5:1 までと 
なっています。 

-フルスクリーン 

フルスクリーンボタンをクリックすると、ビデオを全画面サイ 
ズに拡大します。元のサイズに戻るために、画面中どこかをダ 
ブルクリックするかキーボードの ESC キーを押します。 

「レンジの調整」 ツール 

マウスカーソルをアラートヒストグラムエリアに移動すると、 
「表示ツールボックス」が、「レンジの調整」ツールボックスに変わ 
ります。「レンジの調整」の機能を使うことですばやく表示時間の 
範囲を変更できます。 

特定のカメラのビデオデータ全体中、どの期間も10秒単位で閲覧 
できます。 
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p 去示巧 g 

PC A 进 


-ズームイン 

「ズームイン」を一回クリックするたびに、再生中のビデオの期 
間が中央部分で半分に縮小されます。なお最小期間は10秒とな 
ります。 

プルバーおよびアラートヒストグラムウィンドウのスケールと 
期間の開始-終了時間も変化します。「開始-終了時間」も新し 
い時刻を表示します。表示エリアには、変更後の開始時間から 
新期間のビデオが表示されます。 

-ズーム アウト 

「ズームアウト」を一回クリックするたびに、再生中のビデオの 
期間が中央部かで倍に拡大されます。なお、拡大は開始時間- 
終了時間ともにデータベース全体の時間制限の範囲内までとな 
ります。 

プルバーおよびアラートヒストグラムウィンドウのスケールと 
期間の開始-終了時間も変化します。「開始-終了時間」も新し 
い時刻を表示します。表示エリアには、変更後の開始時間から 
新期間のビデオが表示されます。 
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-フルスクリーン 

「再生方法」セレクタで「フルレンジ」を選択したときと同じ 
効果を得られ、選択された場所のビデオが最初から終わりまで 
を表示します。 

「メディア変換」ツールボックス 

再生ユーティリティを使って、他メディア への データ-エクスポ 
-卜ができます。録画データを AVI ファイルや BMP ファイルに変 
換したり、印刷したりできます。エクスポートしたデータは 
Windows Media Player や他プログラム上で鑑賞できます。 

♦を意: 

I 「標準」 モー ドではすべてのエクスポ~卜用ツ~ルが使用できますが、 
「プレビュー」モードでは、スナップショットと印刷機能のみ利用できま 
す。 


，シール I 

歡 巧）暨词> 
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-トランスジューサ 

表示中のビデオデータを AVI ファイルに変換します。「トラン 
スジューサ」をクリックして変換中に再度同じボタンをクリッ 
クすると変換プロセスを中止できます。そのときは停止した時 
点までの AVI ファイルが作成されます。エクスポートされた 
AVI ファイルのファイル名を自動的に作成し、ステータスエリ 
アの4段目に表示します。 AVI ファイルの品質を改善するため 
にビデオ形式を通常サイズに設定することをおすすめします。 

-スナップショット 

「スナップショット」をクリックすると、ビットマップ形式のス 
ナップショットを撮れます。 

「通常表示」モードでは、表示中のイメージがビットマップとし 
てエクスポートされます。「プレビュー」モードでは、現在選択 
されているイメージがエクスポートされます。ビッマップのサ 
イズはもとのイメージと同じとなります。スナップショットの 
ファイル名は自動的に作成され、ステータスエリアの4段目に 
表示されます。 

• 印刷 

「印刷」をクリックすると、表示中のイメージを印刷できます。 
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音量 

「音量」をクリツクすると表示される];I下のダイアログで音量 
を調整できます。 

また、「ミュート」のチェックを ON にすることで無音に設定で 
きます。 
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「システムコント ロール」ツール ボックス 

「システムコン トロール」ツール ボックスは、「ウインドウを ロッ 
ク」、「設定」、「最小化」、および「終了」のボタンを含んでいます。 



— つ 干 Kn ■■ん n 一 III 1 — 




贷别 M 
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CS ME-Watcher 。ーリ 1 . 曰曰 


-ウィンドウをロック 

コンピュータから離れるときは、セキュリティの関係上、再生 
ユーティリティを終了するか、メインウィンドウをロックする 
ことをすすめます。 

ロックボタンをクリックするとメインウィンドウに隠され、口 
グインダイアログが表示されます。メインウィンドウ(こ戻るた 
めには管理者 (mot) パスワードを再度入力する必要があります。 

-設定 

設定ボタンをクリックすると設定ダイアログが表示されます。 
詳細については、上記「設定」の項をご覧ください。 

-最小化 

最小表示ボタンをクリックすると再生プログラムは最小表示と 
なります。ユーティリティを再表示させるにはタスクバー上の 
res ME-Watcher 再生」をクリックするか、ランチヤーから「再 
生」を選択します。 
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-終了 

再生ユーティリティを終了します。 AVI エクスポート処理中で 
あつた場合は、まず処理が停止されます。 
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